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(t 1910年代まではほ人r1 憎力1に見｛；－ う而偵・午，m
n士（I/Ji！を，J ミし、＼＇.＇；： ii• u) {t三にはなお者！二の輸出（，ト麦）
ら（）＇：｛， を F1＇，なか） tこ＜＂ 15に他方，点r'?-iアレ γ
l市II」と欧米諸ILJとをftぶ iら＜か，・， J) 111純r~ V1 ,/J主
主えンン }jポーも；t‘さく ±r1力Iしたい
'I三fこふヘ tこ1ミv'! t'J弘i二：，; ，，、℃も 1JiliJIJ¥ cl "i'心i二｛む〉
しh‘L第 l次位界大戦後から第三次む！ こし、／ご。としと大さ：d芝川乞 t。fこ（ホン l~· l, 1，【jじJo
食糧殺加のiごHITriti:1はやや
ミム (/) 'I＇料品； i上日企んど停滞したυ
大（ti；ヒでび）三Oil'1¥H土，
村山1Lたのに，
















































































l,'17＇）～ 19（削年（明治12～・1'.c；「，I/¥H I f、の米{1：百Ii積
I: I) l川こ IIi＇｝；，の増 1JtH・ t＼／川、イヵ・：， ,¥7，稀己主
良・ Ii日巴与と技術進歩によみ）託収の新： L¥、tnfJII"-











fl~ モ l 1'むとするものでいなか Bt・. '. i:1・ 】 ＇Vなくと
































な＇； '. N.仁不した日本の輸入1去はう いわゆる外米


















11.s I 62.6 I 25.7 
2.s I 61.9 ' 35.7 
〔tl万！？〕 斎藤一夫「世界の米穀経済J （『アジア経




入に i'める；1,'.!J;';: t Iりjif; jミ｛I：・か九人.i:l () q：頃にかけ 点であるのこの／（＇こ’川、て fンド会見れば，観企
ては約.1()＇＼，～ ;i;i＇；（，で A’） . 2たが，そしつj:¥;:. 産米i悦;1it' i’Y.J （.ニi上も九ろんのことどが， 実｛半以0（ニホピルマ米
"1n1J方市トj的写 jLてからわず／.i‘10年間iで約 !-I/i］をよ 土他｜主！の〉十ととの［首Hこイン 1~·1 4内1h場は無差別に｜刻
めるにいた）た＇ i日和初期には外ヰヤ＼れ依fがごれ土 放，＇.;/ lてし、たれ流通するうt(f，上、 1J-L世界的江市場十t:
I jずかf－こ 1 g,J（俗的人のり九）に F, /:_.1¥/iJ(J也；：七 を仁ず Jfこ米であふ二とも， i1 -4,;手電しり米iどじ治、づ
で IfJ；大－~AI ：三純［!)1（二七た山、心 II i本市川／）；れ ていに＂ :. AL，・，，／）／λi i、’jじに見t:.it!v，アシアのうた輪
市；！＇IJ止山jl :, ,. '/J:・tf見、日 j lよご れ二ふう Lかι 人，1H1:・ ，，、ども fン Ii土，J;:A ' ,・' h ／；、.'Iて＂ ，、L、
こ(IJ1・付1・.1己政策itI i本舟［ト｜内部＼f.こLか1ilgを：も かえれば， インドか心京市アシアさ，・， rこi!1"1にわ
たない「 Ii本f誌の米iの湘産によ〆〉てjftlit主れよ三〉 た＜＇.，アジアの米輸入 m湯l土， ビルマ・タイ・フラ
さらに， fl本i:l：とti民地（防鮮・台湾）むは，こ ンス ；，Qインドシナの供給するいl質的な米の 14出）｜｛
山｜司質的な I~I 4三種の米」の流通は無役・無制限 土砂であ•＇）たわこれと対照的に， Fl 本本土と朝鮮・
であ石のにけして司 呉質的心外米山流通：.t輸入税 台湾とは、この 3地域にしかTti場件ーをもたtn、Ii 
・輸入制限ゾ）l:/-iこえなければな入江か＇） tこ＂ 本干l)i:（／）米！の「保還された共同市場jであった。
第三六に上.＇亡見るかぎり苛 I i本（／）米輸入は11 i下！fl内：十三はアジアだけでなく欧米市湯に弘広く流
｜際市場で大き／仁役；1;Jをれ.＇たといえるが， それは 通したが‘後者の米は日本帝凶内部にその流通を
I i本が帝l」，］1Jq 1・給 1足政策を土石 iゾ心[jn I時期に〆》 ほとんど限定された 3 これ「》二＇） 0）米の市場・流
いては： lぼを，／）とおりでA勺るのしか L、少なくと 通闘のIf';/JX.l品程i：にすでに述べた上うに， A つは
t 1山oq三代（大no年iを）か，・，第三次大i被1下iのI与－WJ Jt11：紀後＇I川、らいのヨーロヴパを中心とする世界
に， J＇、：：，士、 ぞれItL寸，1.fI見せ品、it : i • i !'!c i下jtr_ !'1由貿易・ l:kl際分業化の展開に先：岐に関係し
いと｛） Jをえ「， htう よ三んに守 本怖にかかげたがt t・ す， vl ( 1本帝同以外のアジア，さらにヨーロソパdi
ぃ｜数十：／：けに／川、て見る tc,・ If, 先に見たインド iよJ入 ιう Aつは、米の「i給 t'IJt:主義のもとで強J
山主＼.yf「l. i r、 ！こル J /J、んの輸入主： i!1~1人ntil づけど t( ir1比・｛栄進止女mに上〆》たもの（ γ ~l 本常［対 r[ilt);)
みなしと「愉人」に計 l：して L、なレが、 I；＼＞：び）)),; として tlf'~－ /) it F，れようれ
{tiこけit, 1,;Jじく l凶内It{,;I」とみなさ jLうる，；yJ 1桁ril宮市場は， 他から「孤立化jすると［1可i昨年
鮮・台湾米の干名入を iij治入」二Jfj際的取引土して に’？i'l二i内部ではあまりにホ街接に結びつけムれて





の「tl:大さ jLた範｜肘」で｛／〉米山山給自 1{1ぷとして， Lイ波Hにおちいり．日本本土の米穀・農業問題の処
たんに観念としてでなく， 実質的に fl 本本上と~~ mをいっそう複雑化し難かしいものとした（i26¥ 
在日lj同等の経済的流通性をも九，第九 1.J，こ対して ]9:lO年代不況期に，他のアジア諸国市場の輸入
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も停｛；貯なし、し減少したC ：~o 年代後平には庁j ア ） '} 
力主：除いてい「れも）｝1 力111民 1•'1 （アジアitNftil'1¥J全 fAぷくし fこC
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た｛；［＼分合 1，めたり t i本の輸入が増加するのにけ L
Cほとんど反比例i’（Jに，いわゆる［外米J（そのほ
とんど刀aT Jアの；i大米輸/1¥[ijf!'（＇米〉の輸入品； i.t 減少
Lてい ＇ Ij,ニ（とくにl児（） iド代lI•回以降，立； 2 ゴ~，；ゐ：i
たき）！！投入
I i本山米輸入1liJg:t, そ山 i見1どかけ山拡大j
と；I,f!に， 外米にと I・cははfri;j、4るI¥i Jl)j ぐ点》
l'.UO !i'fににははとんどし‘うにMI) ／心、diぬと
／， とu I ,j，：か 1:1/{u＇）米山 1l4i,1人i¥iJt｝とし C~／こし
た役",Iiんふレバl'iYil'l:t, I＇.凶｝年代、ド民主てに＇ ) 
, ' : ；上ヒ－＂ k 11:'NiliJ），；しI)jJl:大にピi献したが， i山（）
'.j・ （人’1：リ 1－）山N：米I内外1'i,J1liを契機とし℃！折、
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人［1[Iこ、；ir；二l愉il'ililjであ v ，！＇，ご ki, ／；白Aるわ 外米（l)ikl!>i;~1\iJg ，，）拡大；，，品目てあふ J 二の M1::1
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近隣諸国がドイツ料ドfツの輪人減少は，l, 42) / > :'f ,J－；，日ルに_j'jける米v『） f河村t/I¥ ( L 
” 
j、： 1: ' 
米TiJrからの精米輸入に禁止的高率関税を設けたこJソハーベ：；；入Jも相ゴえよ減少を見／こ。
さらに初年代ドイツの農業保護関税引上げに>-, 「子fl；’i王］［AJもし Ii本山γ~ -( J）米山iN:i入lトj八Jは，
よる米・ス力の輸入抑制策の結果であるG
プランスのインドンナ米に対する関係と fri］じこ





イギ lJスとビルマ米の場台にもあてはまるl, I十ι－ t . ’ 
；，＇！、としてと.＇） j長は句1三i欠大i、彼！Jljにかけてほとんど
日γ！日したと·~えて仁いであろう（：X'i2l<, 弘・iI 上＜l..総
人が衿し＼ 1¥iひ{ii的1t,にあ ＇） fこ【，(1 A 1すfいト：イン (Imperial Preference と他l~l米にけする高率関税品目；l深入
WI ,¥J I寺山ヨ一 ¥J / ・' ~t/'il 正i を！臨床した農業保議，イ；ト；二’ ）< ）~ さ Fふ dil\Jitj1l 1t tしl I Iてあ心
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1'4 1 > I；ぷ品の tt ーパ，
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1）（，~ 山 '.j!jc化i品 f'1\・む；長山輪人をt科大主せてL、yた）｛｝；:xi三1k }( ' ～、( ，／）怖人1Jil＼い
J米の輸入1:t初期にはイ干リ｛；－が t・，、ヒうであと3υif~1'1ii 主亡 ，！ I ¥fi会作ハ米山 fiV1 fをなお比大主せた山
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Yジγυ）J大輪／I 'ilts｝で精米するようになると治］妾第 iJミJit 三lー ιJ Iノ，、心）、jミi陥入l土，［ 
主人に第 1次大戦前後これ「》しりij Jj,j：ニj_'[;，，れたリ［！］；二ふる仁〉トニ；HJt¥o / 1.；土i邑じく 1々ひ i. ¥-/ iぜi1'1J-!i.: ,J; 
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こjtらび）上也h主で
はきわめて少母の米を輸入宇る闘がきわめて多数
これはノう：.， I, , ) LE{ I人j小友生淳一伝i込誌のために:rl
物関悦合大中／，j／こり｜きJ.げた結果，；慎｛託（後に｛JI￥；球
科t〕でf愉人三 jlる f:. ；シ←f米（自，1nHnゴ〉競ノft)) それ （， 山米＇.M要の実態（とくに第2次大戦iこ;hf),
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1930年代の氷の貿易パターン2. できることは， so年代に「帝国内市場」が形成さ
第 ＇.OJ；大戦前までのう｜とのiι際貿易の発桜r i-., たとえ；fフランてのJ¥}t，にはイ：［シナ米九て，
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（／出所） le：行川静彦『ヨf:;,rJ［工li!i'.t1易』（農林＊＇，；業生産性 fiJIゴミ渓fl］，昭和お年）， 40～42ページより集成。
（注） （山）プランス633，英国29 (hi )lLi独260，英国59，オランダ112 （じ）英領商インド18 (d）ネパール，ブータ
ンから （｛）仏領酋アフリカ76, liJ.ILアフ 1・/; 61，モーリシャス56 If)エジプト56 （めアメリカの輸出内キュ
ーノ，34,
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I ffl:Jtfこ注目十；／ tば‘ーまずヨーいけ~， －ノL、でア
ジア，さいごにアジア以外の新興市場（ならびに再





的；こは東南戸〆 7の当日干の！：／［民地ニ I・ ，ロン，柊f}j，レ
…， 1 L ドネシア， fンド＼キューパなどF百インド諸島，
Yづ／ソレ），食料｛生産仁社lじして山人口圧のW！大な
L、し工業化jitJ仰に伴＇ ！こ食糧増！日＞＇）おく At( •ド国な
いし日本）, ＇さらに貿易政策の転換（とくに 30年代不














































































；こ［帝国17市場i特恵をキマ・＇ IこビJI.- ' fン F'
乙ナの米がこの時期に売込主れたものどし解さむ
る。
（材 y ：＞、、ア以外山地域における米は喝貿易・ ti:
産ともに， とるに足らぬものとみられがちであっ


















( i:I) いfH 1,1りー出l(/) （.＼占 輸出鼠（内輪 Hi を.~；·む）。
1.J Jil: : 1篠じけ 1909～13:1, 1924～28'1 , 1934～38'1 
(It/ ;i ）γJな れ／」（籾・ドlle び， lれ動I• (,"I）。 I.L l¥., 
!ntl'rnational Yearbook of Ag1・frultural Statistiほ
か p’qa:.
( ,l :n (Ii :l)々 照。
( 1J 3) Cheng Siok-Hwa, The代icelndust1:v of 
l111n11a JR52 1940 (Singapore, 1968), p. 2・側1
！日間～1890>1、iりをみ j' L＇ノレー.t, 切 （, ｛ムilHfン
lシナか，・，ヨーロッパ市場向1'米輸出監は，総計74万
2的。｜ン，う t，ピノレマか「Jの輸fl¥は65万7000トン，r19
'!lt '.・,1；めてL、／（刀，id.,p. 209）。ヨ－ p y パへの平、的1:
{. tピノレ吋が主であったが，その大きな部分が粍l米t.J上
作“CargoRic邑”（20～30%ないし 3分の l以上もの料l
米を合む〉であったことに/1立。（L.n. Bacon & F. 
C. Schloem巴r,World Trade fπ Agricultural Prod-
urts, I. I. A., Rome, 1940, p. 84.) 
“Cargo Rice ”c!）形での怜/1が多か yf：ことい
とくにヨーロッバ 1,j－一丸1・翰送中の変質防止とj車釘
節約（籾米に比して）のためであったが，結史的に，t
I ！？ソベに；，ifi;(1（；大精l:l'i.・，建f没予 ／）＇IJ; l, jiJf,', !': 
池内f, ,ilv置物（ / /J，私Jカノ） ιJ飼料i]l!j古：もたら：＿＇
十，.Jr ＇／，さに .d亀（； fる精米・／Jll_l企1f能に Lたことによ
,1,1桑v>J払1、在治耳1L t:o 
( i4) P. Blankenburg, Der Reis, pp. 92～9cl, 
108, 126～127, 
J. C. Ingram, Thaila坦d’sRice Trade & the Alla-
cation of Resoun・es, p. 107. 
1971050053.TIF
Chien Siok-llwa, pp. 20(】～201，弐）9.
J）記述から併記。
Ol:5) 臼ーロッパ諮問の米の 1入、＇1たり消 'f1t1;: 
（食料用以外も ・fr,-む）は，平均として見れば， 1924～28
年 4kg／’l ：，ユの後現在 f で~） kg／年程度.: 1 t －，て
いる（イタリ ，スベイ γ たとも、攻の米＇ l,;f!,,・;, 1 
人、＇'Jり約 8kgで全穀物消費の 2～3%にすグなし、〉。
(International Wheat Council, Trends in t:Vheat 
Co11sum/1/h川、 1964,London，ド 17,A51～S3) 
uun c u J参照。
( i:7) • I ッパか 1 十. '• 1lf輸出口，：，，.I，：大
戦rliの58/jトンから， 19201十代には35万トンに減少 I
た。（T. B. Bacon & F. C. Schloemer, p. 89.) 
C/t8) ( 4）にノj，すfをい；： jる指定。 20ii/.,' ij)if( 
までのゴ ，.ノペの輸Il人i う，j 9る統計I, ・,わめて
少なく， ・t 1~ HI山ご汽；，し：ムいし） (, ・1可定的Hi注 II)、
な LえイIL、。
（注 9) こ，＿！） H与期0)I再ヨ一日ソパ，m岡山 r:業，消j業，
海運,J）発： .j, ゅの熱常l!illCtiJ.¥・Iメ担力＇＇ fr!.),.経
済強 1)12に ！＇• : I I , ・ ~！移響に〆｝｝、「：， L C. A. Knowles, 
The lmlustrial & Conmierdal Revolutions in 
G1・eat Britain during Nineteenth Century, Lon-
don, 1921, pt. l & VJ.，必anomicDevelopn川 I{in 
tlw 1Vinet川 1thCentury, Fn111川 Germany,Russia 
& the Unit,,J九＇tates,Lorn！円n,1931, ch. 18:2, J. B. 
Condliffe, The Comm<'rcc of Nations, London, 1951, 
Chapter X. に持調II に：，J~へ C】れている。
(lUO) ノj、 貿易の発廿： （ICJl!i :, j麦、！’j可j ）い i斤ー
業中命のl',i'1t"i1fiJであろ !, ，，，リ，れる Cf'tL ,: 1芥
「小変絞済J, 1/j相138年，34ベ－ ；；－）。同じことは米の貿
易の発展初期についても妥；！うするーーさらに熱帯村il;
地 ，｝）ぷ特Wtちにつ1ぜ、ても。この舟につし、てJl11'10 tll'i 
怠識から：＜｝ ，；！ えそ与えたじ』 iR Nurkse c,1•,1 ,f'，あ
る （Pattげ nsof Trade and /)e-uelopment. ¥Viじι
sel Lectures 1959.）。
( iiJl) 三トーロッバ i•J l'l.J:.凶米，，＿ L に (Jr'，·く 1J• ら f
ンド，：／ ' '/ t：がさ j）ιヘャ：，， •ii iんら ！｝ '" i /;1¥ 1 l 
ていた。 l1-i , lf)l'f,本11,•. : : rn、＇1￥；ヨー＂ ' tこ
輸入さ t」人、にといろ（ChengSiok-Hwa, p. :010.）υ 
0112) ピルマからイ γ ドへの輸出却は19101ド前後
には大約60万トンと考えりれようにhengSiok-Hwa, 
p. 211.）。









( /!15) Baljit Singh （吋ふ οurF:conomic Condi-
tions (Agra, 1914), p. 91, 97. 
( i 16〕 J.P.Bhattacharjee (ed), Studies in Indian 
Agricultural Economics (Bombay, 1958), p. 10, 17. 
(tu7) 1937｛ド 3月まで， ピノレマは「英領インドJ
（“ British India ”） j) A 部であっとから， ピノレマ点、，，
〆 iへの米のf,/ilしんe下剣はわかりにイ I，、。 I.I. A.，万
統計では1937年にはじめて記録されている。他の資料
に Tれば，1908/9～1912/13年平均で78万トンの輸出が
企J t ・ (L.B. Bacon & F. C. Schloemer, p. 79 Note.)o 
t f. Cheng Siok-Hwa (p. 211) f.し 1891～1900:r 'V 





他れ統計を II. A. （精米・籾台算〉によったので，
Chengのそれを利用ずる。
0主18) V. D. Wickizer & M. K. Bennett, The 
Ri,,e Economy of Af，岬soonAsia (Stanfordラ 1941),
p. 158. 
L. B. Bacon & F. C. Schloemer, pp. 79～80. 
( tt19) Blankenburg, p. 150, 157. 
( c'L20〕 仏領 f乙：日ノナの米輸HiLt :ti 3分の 1か （，
:o,・tJllがi奇接んらいけホンコンf1で中沼に輸入さ
日、たと !lr, 3., !"., (1926～30；：こ：了Do
CY・ アンリー『仏領印度支那の農業経済』，昭和16年
「lj，東亜研究所， 中巻， 188ベージ， 215～216ページ
，，，：，•，＿；，じによる推従。）




（人ぷ守ピノt,-,)r，輸入 if二aそ，＇） if，；、村入の増加は f官、




,・_ '.i－ 〆； ,j[ -: ＇－、じ） ιJ
( 1i;l()) :m;;_I \~,•) :/'Cc.／，、ILJふ'c(l,j ji,: :{, : • ) '-
「こ γ ，;1 •I，；ふノ 1, i l t 人， , ,>: ,G之、！”。 L B. B山、（）JI
&Fι：Schloemer, p. 91 f. 
（川、：n) し、r一－ ), :io’！＇－J'<1ij llj,・, <1-i"I·• •u； 、 J 村
人h・. i IJ Iず二二（ノメ，；り j支年f/J' ，.》 iJ側、氏、昨iり，
l'l:ll, 19:¥.Jil ) ず1!(,1人il{1l, /1,J:;1骨三 1l ず L、／｝
<R山旧＆ Schloemer. ]-'. 9:i¥, 
X.Xl VIII IJ. ＼～＇ickizer, Ckq》V 701 げ色村、）レ＇＇.｛＇. ij吹：；よ1計（i8～
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r 1.11) L n. Bacon必ド（ メパ山川島11er,P-99. 
r: 1-ll) V. D. Wickizer. PP－%～＇J7 ＼ぷ/I},107～ 
1()局、ージ）の叙述も同じ：とをお話！い r . ＇る。
（陀42〕 （注38）参照。 Wickizerによれば，インド
シゾ ＊） 倫／U抗しは， 1926～30 if1: I Iブジ γ 消［叫に約
70%が｜白］け 1＇，れたが， 19:16～泊1-trに1.Hi:J%がゾヲユ ζ
と仏／iH植民地1.SJであ.t: ( p.95. ；沢｝ふ 106・＜ーシ）n
c n ,1:n 第 l、 2次よ、戦問の貿易政鳩山向き Iii大ぷ
i Ii!: J.l.1¥さjl るの
L,・a)-!ue of Nations，ι？川111・rcia!l'o!icies in the 
[1/,'!"i'ar Period: lnten1,ltio11a! l'n小川als& Na-
I iuna[ I'olici，’・s, Geneva, I 9-1:! 
(rL44〕 米内国際貿易の発民合「凶係分業進艇のプ
ロセスJとQ＿乙，＇／ J場け， j でに j免 l~.謙て『i什界投球物
アジア経済研究所刊行……““
,i'{¥, "1（日仁J（東京，大明堂， 196:l年），お＇＼ Ii 1;'d lf］擦に
:it，、、されは、る。合意的には， V D. Wickizer, p.97. 
しど ,.i:, 108ペ ジ〕によ4られる。
(/:t:45) J. N. Efferson, The Productio河＆ Mar-
keting of Rice (New Orleans, Louisiana, 1952), pp, 
5lli～519. 
l_ i主46) 本筋で省略された側面一一供給，消費・ ・;i,
獲については，アジア諸国について， 1920年代から30
'I,., -.! ；ノゐ μ（：綱な検討が次記に hlいif：ヌfl?,o 
¥'. D. Wickizer & M冒 K Bennett‘The Rice 
Fco山 111yof 1'Ionsson Asia, Stanford, 1941 （玉井
氏叫・以Il／，，リ！訳『モンスーン・ 7/ "/ C'ノヰミね経済』，
t造林水産業生産性｜向上会議刊，昭和33牛。）
（経済成長調査部主任絢盗研究員）
海外アルミ資源の開発
jl!j' ｝る 滋編箸
A5宇り／J:!41'l/¥1000
アノレミニウム工業わぬ状と課題を概観し， さらに資湖、闘の開発
状況を［:Ji!}ljにとらえた好箸。アルミニウム工業の現状と課題／
アルミニウム製ぬj日原料資源／アルミニウム国際独占資本の資
源獲得競走／名前（ヲヲン・アメリカ／オース lヲリア／京市
アジア／ -fン！／／ソザカ）／その他
援助 の実態と経済政策
原 質天編著
A5半IJ/274賞／￥850
媛劫の効果を和11Pな夜／）「 1:u定自として計量的に捉えることが極め
て困難な今日，桜UJc'ノ実態を分析し，その実態にi:!lした総合的
な経済政策が追及されなければならない。本書理論篇は援助政
策の変遷とその政治・経済的背景を追跡 L，実態篇は，インド，
パキスタン，台湾の最も中心的な援助プロジェタトの分析を試
みた。
”..・B・E・....”アジア経済出版会発売
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